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平成20年度地球シミュレータ共同プロジェクト申請書

※地球シミュレータ共同プロジェクトは平成２０年９月末日で原則終了とさせていただきます。
	
	申請日
	平成　　年　　月　　日

	独立行政法人海洋研究開発機構
	受付番号 ※
	   -    

	理事長 殿
	申請区分
	


　 下記の通り、平成20年度地球シミュレータ共同プロジェクトの申請をします。地球シミュレータの利用にあたっては
「利用条件および制限事項」に記載されている事項を遵守します。

	申請機関
	申請機関名
	
	申請機関承認印

	
	申請機関代表者

（部局・職・氏名）
	
	


	プロジェクト責任者

氏　名
	(ﾌﾘｶﾞﾅ)


	国籍
	
	ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ責任者印

	所属機関・部局・職
	
	

	連絡先 住所
	〒



	E-mail
	
	TEL
	
	FAX
	


	研究分野
	

	プロジェクト名

（日本語）
	

	プロジェクト名

（英語）
	

	必要とする　　　

ノード時間積
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノード時間

	研究概要
	


記入いただいた個人情報は、地球シミュレータの運用上必要となるユーザ情報の管理や、運用情報などのご連絡等に用います。また、お預かりした個人情報は独立行政法人海洋研究開発機構個人情報保護管理規程に基づき、安全かつ適正に取り扱います。当機構の個人情報保護についての基本方針はこちらをご覧下さい。

http://www.jamstec.go.jp/jamstec-j/kojin/policy.html
※ 捺印の有効性を高めるため「利用条件および制限事項」が裏面になるよう両面印刷としてください。
利用条件および制限事項
独立行政法人海洋研究開発機構
1． 利用条件 

地球シミュレータを利用するにあたっては、利用者は以下の利用条件を厳守すること。 

（１）地球シミュレータを利用することにより得られた成果は公開すること。

（２）地球シミュレータの利用は平和目的であること。

（３）本申請書で申請する総ての内容について、虚偽の申請を行わないこと。
（４）本申請書の内容に変更が生じた場合は速やかに海洋研究開発機構へ変更届けを提出すること。

（５）海洋研究開発機構が定める諸規定に従って利用すること。

（６）その他、社会一般的なモラルに従って利用すること。

2． 成果公開・成果報告にあたっての付帯条件
前項で定めたとおり、利用者は地球シミュレータを利用することにより得られた成果は公開すること。 また、成果の公開にあたっては、以下の条件を遵守すること。

（１）成果を発表する場合には、「海洋研究開発機構の支援により、地球シミュレータを利用した」旨言及すること。 

（２）シミュレーション画像、図面等を用いて成果を発表する場合は、画像、図面上に地球シミュレータのロゴを入れること。

（３）成果を発表した場合、何時、どこで発表したかを明記の上、報告書、論文、発表プレゼンテーション資料等を１部、速やかに海洋研究開発機構に提出すること。なお、投稿中の論文に関しても、その情報を海洋研究開発機構に届け出ること。

（４）共同プロジェクト終了後に開催される利用報告会において、海洋研究開発機構に成果を報告すること。

（５）共同プロジェクト終了後に、成果報告書を海洋研究開発機構に提出すること。

　　なお、海洋研究開発機構の広報活動等のために画像、図面等を利用する場合がある。

3． 知的財産権の帰属
利用者が地球シミュレータを利用することによって生じた知的財産権については、原則として利用者又は利用者が所属する機関に帰属する。ただし、当該知的財産権の取得にあたって海洋研究開発機構の知的貢献が認められる場合については、別途海洋研究開発機構と協議する。
　４．データの帰属

利用者が地球シミュレータを利用することによって得られたデータについては、原則として利用者又は利用者が所属する機関に帰属する。ただし、得られたデータに関して海洋研究開発機構の知的貢献が認められる場合については、別途海洋研究開発機構と協議する。
　５．監査 

海洋研究開発機構は、項目「１．利用条件」に対して利用者が適切に利用しているか、及び「２．成果公開・成果報告にあたっての附帯条件」を遵守しているかを監査する権利を有する。また、海洋研究開発機構は、その監査のために利用者に対して質問を行い、プログラム・入出力データ等の提供を依頼する場合があり、利用者は回答及び提供の義務を有する。 

　６．利用停止 

海洋研究開発機構が、項目「１．利用条件」あるいは「２．成果公開・成果報告にあたっての附帯条件」で記述してある内容に反していると判断した場合、当該利用課題または利用者の利用を停止する場合がある。 

　７．免責  

海洋研究開発機構は、利用者が地球シミュレータを利用することによって利用者に発生した損害に対しては、一切の責任を負わない。 

安全保障輸出管理の対象となる、利用者が行う技術の提供（注）については利用者が責任をもって管理するものとし、海洋研究開発機構は、当該規制への違反等に関しては、一切の責任を負わない。

（注）安全保障輸出管理の対象となる利用者が行う技術の提供とは、本利用課題において、地球シミュレータを利用する過程で提供する技術情報や地球シミュレータを利用して得た成果のうち、外為法関係法令で規制される技術情報を非居住者等、規制される者に対して提供することをいう。
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	プロジェクトメンバー（責任者含む）　　　　　合計　　　　　名
	　　　名
	


※ 備考欄に記載 … 「新規」（新規登録メンバー）
「所属変更」（前回の登録時から所属が変更になったもの）
「削除」（前回までの登録メンバーで、今回メンバーを外れたもの）


	研究内容（いつまでにどのような研究成果をあげ、いつ研究が完了するかという観点から）

	

	継続申請の場合、これまでに得られた画期的な研究成果

	


	研究の意義　（国民・社会生活に大きく貢献する、あるいは、基礎科学研究で飛躍的な成果が期待できるか、またその時期という観点から）

	

	地球シミュレータを用いて初めて画期的な成果が期待できる理由

	

	特許権等取得見込件数（継続申請の場合は、すでに取得した件数も記入）

	


	本研究に関して過去に発表した論文 （発表先・発表時期・論文タイトル・発表者）

	


	継続申請の場合、これまでに得られた成果に関して地球シミュレータを用いたことを広報した新聞・雑誌記事、テレビ・ラジオ番組等 （広報先、広報時期、記事・番組タイトル他）

	


	プログラムの情報　　　1：　　　　　プログラム名（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	ベクトル化率
	約　　　　　%

	並列化率
	約　　　　　%

	最大使用メモリ
	GB

	希望する最大利用ノード数
	ノード

	1回あたりの最大入力データ量
	GB

	1回あたりの最大出力データ量
	GB


	プログラムの情報　　　2：　　　　　プログラム名（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	ベクトル化率
	約　　　　　%

	並列化率
	約　　　　　%

	最大使用メモリ
	GB

	希望する最大利用ノード数
	ノード

	1回あたりの最大入力データ量
	GB

	1回あたりの最大出力データ量
	GB


	プログラムの情報　　　3：　　　　　プログラム名（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	ベクトル化率
	約　　　　　%

	並列化率
	約　　　　　%

	最大使用メモリ
	GB

	希望する最大利用ノード数
	ノード

	1回あたりの最大入力データ量
	GB

	1回あたりの最大出力データ量
	GB


	プログラムの情報　　　4：　　　　　プログラム名（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	ベクトル化率
	約　　　　　%

	並列化率
	約　　　　　%

	最大使用メモリ
	GB

	希望する最大利用ノード数
	ノード

	1回あたりの最大入力データ量
	GB

	1回あたりの最大出力データ量
	GB


	最大ディスク使用量 （地球シミュレータで必要となる最大ディスク使用量とその根拠）
※ 根拠の例： どれだけの物理量（変数）をどのくらいの頻度で何故必要か

	HOME領域
	（既定値１６GB）　　　　　　　　　　　　　　　GB

	根拠
	

	DATA領域
	（既定値６４GB）　　　　　　　　　　　　　　　GB

	根拠
	

	M-DISK領域
	（既定値　１TB）　　　　　　　　　　　　　　　　TB

	根拠
	


	地球シミュレータ利用者 詳細情報記入欄 （地球シミュレータを利用する人のみ記入）


	氏　名
	(ﾌﾘｶﾞﾅ)


	国籍
	
	備考
	

	所属機関・部局・職
	

	連絡先 住所
	〒



	E-mail
	
	TEL
	
	FAX
	


	氏　名
	(ﾌﾘｶﾞﾅ)


	国籍
	
	備考
	

	所属機関・部局・職
	

	連絡先 住所
	〒



	E-mail
	
	TEL
	
	FAX
	


	氏　名
	(ﾌﾘｶﾞﾅ)


	国籍
	
	備考
	

	所属機関・部局・職
	

	連絡先 住所
	〒



	E-mail
	
	TEL
	
	FAX
	


	氏　名
	(ﾌﾘｶﾞﾅ)


	国籍
	
	備考
	

	所属機関・部局・職
	

	連絡先 住所
	〒



	E-mail
	
	TEL
	
	FAX
	


	氏　名
	(ﾌﾘｶﾞﾅ)


	国籍
	
	備考
	

	所属機関・部局・職
	

	連絡先 住所
	〒



	E-mail
	
	TEL
	
	FAX
	



